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Ⅰ 「幅を持った社会システム」の概念



○従来の水資源政策における水利用の安定性については、水需給バランスを確保することを優先的に取り組んできた。

①-1 安全・安心水利用社会 ～水利用の安定性の確保①～

従来の水資源政策 今後の水資源政策

○従来の水資源政策における水利用の安定性に いては、水需給 ランスを確保する とを優先的に取り組んできた。

○東日本大震災等を教訓とする国民意識の変化や水インフラが社会における重要な基盤であることを踏まえ、危機時まで含めた水利用の
安定性の確保に向けて、重層的な展開を行っていく。

○今後の水資源政策は、危機時まで含めた水利用の安定性の確保に向けて取組を進める必要がある。

従来の水資源政策
（安全・安心水利用社会）

水需給を巡る状況

・フルプラン水系において、目標年次（平成２７年）に
おいても一部の施設が整備中。水需給バランスの
達成に至らない水系も存在。

・近年 全国的な渇水が頻発し 今夏には 渇水に

今後の水資源政策
（安全・安心水利用社会）

水需給バランスの確保

水需給バランスの確保に加え、危機時まで
含めた必要な水の確保に着目水需給バランスの確保が優先

・計画供給量は計画需要量を包含するよう
設定。
（確実に確保できなければ、重大な支障）

・近年、全国的な渇水が頻発し、今夏には、渇水に
より各地で取水制限が実施され、水の安定供給の
重要性が再認識。

水の安定供給可能量の低下

水需給バランスの確保

・計画供給量は計画需要量を包含するよう設定

・現状の水供給の安定性について、戦後 大級渇水
の年まで含め、適正に評価

・将来の水供給の安定性についても配慮

水安全度 標水準 少なくとも概ね 年

水需給バランスの確保 水
資
源
は
、
国

・利水安全度の目標水準は、少なくとも概
ね１０年に１度発生する少雨の年でも安定
的に利用できることを基本として検討。

・利水安全度の目標水準は、少なくとも概ね１０年に１
度発生する少雨の年でも安定的に利用できることを
基本として検討。

ゼロ水への対応

・国民生活や社会経済活動に深刻かつ重大な支障が

・近年の少雨化により、施設計画時に比べ、水の
安定供給可能量が低下。

国
民
生
活
・社
会・国民生活や社会経済活動に深刻かつ重大な支障が

生じる｢ゼロ水｣への対応

大規模災害、老朽化等、水インフラの
脆弱性への備え

危機時（地震 津波 渇水 事故 水質障害 テ 等）

重層的展開
会
経
済
活
動
の
基

・公共用水域の環境基準、流域における水
質の目標等の設定と対応。

目標水質の確保

・危機時（地震・津波、渇水、事故・水質障害、テロ等）
において、ハード対策・ソフト対策を組み合わせ、水
供給の全体システムの機能の確保

気候変動への適応策

・長期的、短期的視点から気候変動に対するシステム

・東日本大震災等を教訓として、安全・安心の要請

・大規模災害、事故、水質障害、テロ等に対する水
インフラの脆弱性への対応
気候変動 ク 懸念

基
本

・大規模な事故に対するリスク管理は不十
分。

老朽化に伴う事故への対応 社会情勢の変化

長期的、短期的視点から気候変動に対するシステム
の脆弱性を低減し、柔軟な対応力のあるシステムの
構築

・気候変動リスクの懸念

・降雨量変動量の増大、積雪量の減少、融雪の早
期化等、気候変動リスクへの対応

・安全でおいしい水の確保 安全でおいしい水

・潜在的なリスクに対する水質改善等の取組

・大規模な水質障害に対するリスク管理は
不十分。

水質障害への対応
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○これまでの水資源政策の取組により、発生頻度が高く社会的影響の大きい渇水などのリスクの影響は回避しつつある。（下図の右上
部

①-2 安全・安心水利用社会 ～水利用の安定性の確保②～

部分）

○発生頻度は低いが社会的影響の大きいリスクに対しては、今後しっかりと取り組んでいく必要がある。（下図の右下部分）

発生頻度高水利用の安定性に対するリスクへの対応

【頻度：高、影響：小】
頻繁に発生する小規模なリスク

【頻度：高、影響：大】
頻繁に発生する重大なリスク

○水需給バランス 確保

社会的
響

○水需給バランスの確保

○目標水質の確保

○老朽化に伴う事故への対応

○水質障害への対応

これまでの対策
により影響を回避

影響

小

○水質障害への対応

大小

○ゼロ水対応
○老朽化に伴う大規模な事故への対応

○大規模災害対策
（地震、津波、洪水等）

これまでの水資源施策の中
○老朽化に伴う大規模な事故への対応
○気候変動による深刻な事象への対応
○テロ対応
○大規模な水質障害への対応

心的な取組

今まで十分に取り組めて
いなかった範囲

低

【頻度：低、影響：大】
発生の可能性は少ないが重大なリスク

○大規模な水質障害 の対応

【頻度：低、影響：小】
発生の可能性は少なく小規模なリスク
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○水需要の長期的見通しは、人口、世帯人員の減少、経済の活動状況、節水機器の普及などの変動要因により予測のブレ(変動幅)が大きい。
○ 方 将来 水 安定供給 能量も 気候変動 影響等 よる降雨形態 変化など よ 変動が大き

①-3 安全・安心水利用社会 ～水利用の安定性の確保③～

水需給バランスの確保
水需要の見通し 予測のブレ（変

○一方、将来の水の安定供給可能量も、気候変動の影響等による降雨形態の変化などによって変動が大きい。

○このような水需要や安定供給可能量の見通しを踏まえ、将来の水需給のバランスを評価し、重層的に施策を展開していく必要がある。

従来

今後

【短期】概ね１０年先を目標年次として水需給バランスの計画。
ただし、５年毎に水需給バランスの評価

水需給バランスの確保に加え、危機時まで

重層的展開重層的展開

水需要の見通し 予測のブレ（変
動幅）が大きい

今後
含めた必要な水の確保

○水需給バランスの確保
○ゼロ水への対応策

・危機時（応急復旧・復旧）の各段階における 低限の量と質
の設定

・エンドユーザーの視点にも立った安定性の水準の向上

・人口、世帯人員の減少、経済の活
動状況、節水機器の普及など様々
な要因により変動する可能性

需
要
量

ブレが小さい

【長期】 国土のグランドデザインを念頭に２０５０年を目標として、
長期の対応の方向性を提示

○気候変動への適応策

○大規模災害、エネルギー供給、老朽化等、水インフラの
脆弱性への対応

○安全でおいしい水を確保するための質の目標と方策質

量

水の安定供給可能量

施設計画時 現在 50年後 100年後短期

現在の
需要量

将来の
需要量

長期の対応の方向性を提示

【短期】 概ね１０年先を目標年次として水利用の安定性にかかる
計画。ただし、将来予測には変動要因があることから、５年毎に水
利用の安定性の点検

水の安定供給可能量

安

変動が大きい

（※） 水需給バランスの評価
安
定
供
給
可
能

変動が小さい

・気候変動の影響等による降雨形態の
変化などの要因により正確には予想

（Ａ） （Ｂ）
評価

（Ａ） ＞ （Ｂ）

将来の水需要に対して、必要な供給可能
量が確保されていない。
・水供給施設の整備
・水利用者の節水、取水制限の強化
水融通ネ ト クシ ム 構築

地域ごとに個別に水需給バランスを評価する必要がある。

施設計画時 現在 将来

能
量

短期

現在の安定
供給可能量

将来の安定
供給可能量

変化などの要因により正確には予想
が困難

（※）10年に1度程度の渇水に対しても取水制限せずに、安定的に水を供給できる水量 3

将来の
需要量（Ａ）

将来の安定供給
可能量（Ｂ）

・水融通ネットワークシステムの構築

（Ａ） ＜ （Ｂ）

将来の水需要に対して、必要な供給可能
量が確保されている。
・10年に1回を超える渇水への対応が可能
・将来の気候変動等に対して、順応できる 3



○これまでも、冗長性や代替性、致命的な事象に至らないといった機能を強化する等の施策を実施している。

（参考） 重層的展開と幅を持った社会システムについて

○従来の施策の継続的な実施やさらなる強化、新規施策を組み合わせて一体的に進めることなど、重層的な展開が必要である。
○幅を持った社会システムは、幾重にも重なる施策を包括的に取りまとめて、安全・安心を与えてくれる持続可能な全体システムとして機

能させるものである。

現安シ

量的・質的両面からハード・ソフト対策を重層的に展開

幅を持った社会システム

現行社会システム

現
行
よ
り
さ
ら

安
全
・安
心
を

シ
ス
テ
ム
と
し

幅
をより幅を従来の施策

【質 量】

従来の施策

【質・量】
（ハード・ソフト対策）

ら
に
幅
を
持
た

を
与
え
て
く
れ

し
て
機
能

robustness
redundancy

を
持
っ
た
シ
ス
テ

持たせる
【質・量】

（ハード・ソフト対策） redundancy

・

従
来
の
施
策

新
規
施
策

新しい施策の実施、従来施策の強化

た
せ
る
こ
と
に

れ
る
・持
続
可

resiliency, tenacity
elasticity

テ
ムrobustness

ili t it

・
・

・
・

策
の
継
続
・強

の
重
層
的
展

新しい施策の実施、従来施策の強化

に
よ
っ
て
、

能
な
全
体

resiliency, tenacity

elasticity ・
・

強
化

と

展
開

新しい施策の実施、従来施策の強化

securing safety , 
sustainability

elasticity

・
・

新しい施策の実施、従来施策の強化
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①-4 安全・安心水利用社会 ～水利用の安定性の確保と幅を持った社会システム～

○“個々の施設の代替機能の確保”や“ 悪の危機事象発生時の施設の 低限の機能の確保”等が求められる事例に対して 冗長性・

幅を持った社会システム対応の事例

○ 個々の施設の代替機能の確保 や 悪の危機事象発生時の施設の 低限の機能の確保 等が求められる事例に対して、冗長性
代替性を持つことや致命的事象に至らないような取組を実施することにより、安心・安全を与えてくれる持続可能な全体システムとして
の機能を確保する必要がある。

冗長性・代替性を持った
(redundancy)

幅を持った社会システム

【個々の施設の代替機能の確保】

水源や送水ルートが機能しなくなった場合の、代替ルートを整備
し、代替機能を確保する。 予め、冗長性・代替性を備えることによって、危機時に、一部の機能が発揮

きなく も 代替 機能により 機能を確保する

対応の事例

致命的な事象に至らない
(robustness)

、代替機能を確保す 。

【 悪の危機事象発生時の施設の 低限の機能確保・重要施設へ
の対応】

送水管について 可撓性の継ぎ手などの構造を使用することにより、
破壊が生じても、 低限の機能を確保し、病院・福祉施設等の重要 危機時に、機能不全に陥らないようにする。

できなくても、代替の機能により、機能を確保する。

( y y)
粘り強く復元可能な

(resiliency, tenacity)

破壊が生じても、 低限の機能を確保し、病院 福祉施設等の重要
施設への優先的な水供給によりそれぞれの施設が機能不全に陥ら
ないようにする。

【危機事象への施設の粘り強さ、復元性の確保】

深刻な渇水が発生した場合、取水制限等の需要側の対応や、ダ 危機時に、長く持ち堪えることができ、回復が可能な対応力を備える。

融通が利き順応性を持った(elasticity)
資源性(resourcefulness)、反応性(response)、迅速性(rapidity)を含む

【災害発生時の迅速な対応】
資材備蓄やBCP等の危機管理計画により、発生事象に対し、迅

速な対応が可能となる

深刻な渇水 発 場合、取水制限等 需要側 対 、ダ
ムの底水の活用などにより、渇水に長く持ち堪える必要がある。

事前に準備した資源を 大限に活用し、発生事象に対し、融通性や順応性
があり、迅速な反応が可能となる。

安全・安心を与えてくれる・持続可能な全体システムとして機能
（securing safety , sustainability）

【全体システムの構築】

送水施設が壊れて水供給が停止しても、水を緊急的に送水する
ために代替ルートを事前に整備する必要がある。さらに、代替ルー

速な対応が可能となる。

ために代替ル トを事前に整備する必要がある。さらに、代替ル
トまで壊れた場合には、BCP等の危機管理計画に基づいて資材備

蓄の活用や、応急復旧による迅速な水供給など、それぞれの施策
が連携し、カバーしあうシステムを構築し全体システムとして機能す
る。

個々の施策が機能しなくなった場合でも、全体として、持続可能で機能不全
に陥らないようにする。

柔軟、臨機かつ包括的に対応可能
全体システムとしての機能を備える
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○水利用の安定性の確保に関するこれまでの施策や今後の取組は、ハード対策・ソフト対策・全体システムのそれぞれに位置づけられ、

①-5 安全・安心水利用社会 ～ハード・ソフト・全体システムを組合せた幅を持った社会システムの概念図～

ダ ダ
・ポンプ車の導入（事前に計画）

リダンダンシー【幅を持った社会システムの概念図】

幅を持った社会システムを構成する要素となっている。（下図の概念図）

○これらの一つ一つの施策がつなぎ合わさり、連携し、包括的に実施されることで、全体システムとしての機能が確保される。

ソフト対策ハード対策

リダンダンシー

・送水管施設の二重化
・代替施設の整備

・連絡管の整備

ポン 車の導入（事前 計画）
・給水船の導入（事前に計画）
・海水淡水化装置の導入
（事前に計画）

ロバストネス

（モノ）

（モノ）

・施設の耐震対策

・施設の維持補修等

・施設整備計画の策定
ロバストネス

レジリエンシー・テナシティー

・渇水対応（取水制限等）
セキュアリング セーフティー

各 ド ト施策が連携 カバ あう
（モノ）

（ヒト、モノ、
カネ、情報）

（ヒト、情報）

老朽化対策

・相互応援の協定の締結

・ダム連携段階 ・ＢＣＰ

レジリエンシー・テナシティー

エラスティシティー

・応急、復旧計画の策定
・地域防災計画の策定

全体システム

・教育（インフラ、防災・減災）

・各ハード、ソフト施策が連携し、カバーしあう
システム構築

（モノ）

（ヒト、情報）

（ヒト、モノ、
カネ、情報）

・水利調整

ハード対策 ソフト対策 全体システム

・施設の耐震対策 ・地域防災計画 それぞれのハード対策 ソフト

対策

・資材備蓄 （モノ）
（情報）

事前予防

施設の耐震対策
・広域連絡管の整備
・施設の維持補修等老朽化対策
・上下流の施設の一体整備
・幹線水路の二重化 等

地域防災計画
・ＢＣＰの策定
・相互応援の協定の締結
・資機材の備蓄
・インフラ教育、防災・減災教育
・施設整備計画の策定

それぞれのハード対策、ソフト
対策がつなぎ合わさり、１つの全
体システムとして、機能を確保

（例）地域防災計画及びＢＣＰの策定、
相互応援の協定の締結、幹線水路
の二重化、緊急連絡管の接続、河川

代替施設 対応 ポ プ車 給水船 海水淡水化装置 導 管理者や関係利水者等との水利調
整を経た水融通など、事前予防、応
急対応、復旧対応の体制を整えると
ともに、ハード対策とソフト対策を組
み合わせることで、水供給システム
の機能の確保

応急対応 ・代替施設での対応
・緊急連絡管の接続 等

・ポンプ車、給水船、海水淡水化装置の導入
・水利調整

復旧対応
・被災施設の復旧
・代替施設での対応
・緊急連絡管の接続 等

・復旧計画の策定
・ポンプ車、給水船、海水淡水化装置の導入
・水利調整

（ 低限の水供給を確保）

（本格的な水供給を迅速
に確保） 6



（参考） 水資源分野における幅を持った社会システム

○幅を持った社会システムの構築にあたっては 危機時の対応だけでなく 平常時の持続的な水利用や水環境・生態系への対応などに

危機時の対応事例
(安全・安心水社会） 幅を持った社会システム

平常時の持続的な水利用の
対応事例（持続的水利用社会）

水環境・生態系への対応事例
（健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会）

○幅を持った社会システムの構築にあたっては、危機時の対応だけでなく、平常時の持続的な水利用や水環境・生態系への対応などに
ついても取り組んでいくことが必要である。

【個々の施設の代替機能の確保】

水源や送水ルートが機能しなくなった
場合の、代替ルートを整備し、代替機能
を確保する。

冗長性・代替性を持った
(redundancy)

予め、冗長性・代替性を備えることによって、危機
時に、一部の機能が発揮できなくても、代替の機
能により 機能を確保する

【地下水の保全と利用、雨水・再生水の利
用】

地下水、雨水・下水再生水など、多様な
水源の活用について一層の推進を図るこ
とにより、代替機能を確保する。

【生態系ネットワークの形成】

野生生物の生息・生育空間の
確保、良好な景観や人と自然と
のふれあいの場の提供等の多面
的な機能の発揮が期待される生

【 悪の危機時の施設の 低限の機能
確保・重要施設への対応】

送水管について 可撓性の継ぎ手など
の構造を使用することにより、破壊が生
じても、 低限の機能を確保し、病院・
福祉施設等の重要施設への優先的な
水供給によりそれぞれの施設が機能不

致命的な事象に至らない
(robustness)

能により、機能を確保する。
とにより、代替機能を確保する。

危機時に、機能不全に陥らないようにする。

【水供給施設の機能の確保】

持続的な水利用を確保するため、日頃
より点検、巡視、メンテナンス等適切な維
持管理を行い、施設が良好に機能する状
態を保つ

【水環境の保全・再生】

河川の維持流量の確保や環境
用水の導入、目標水質の確保等
により 人の健康の保護 生活環

的な機能の発揮が期待される生
態系ネットワークを形成する。

水供給によりそれぞれの施設が機能不
全に陥らないようにする。

【危機事象への施設の粘り強さ、復元
性の確保】

深刻な渇水が発生した場合、取水制
限等の需要側の対応や、ダムの底水
の活用などにより 渇水に長く持ち堪え

粘 強く復 能な粘り強く復元可能な
(resiliency, tenacity)

融通が利き順応性を持 た( l ti it )

危機時に、長く持ち堪えることができ、回復が可能な対
応力を備える。

態を保つ。

【節水型社会の構築と水利用の合理化】

節水型社会の構築や水利用の合理化
など、社会の耐力をつくり、長く持ち堪え
回復可能な対応力を備える。

により、人の健康の保護、生活環
境の保全、水生生物等の保全の
上で望ましい水質が維持される。

加えて、水質、水生生物等、水
辺の保全等を勘案した適切な水
量等が維持される。

【災害発生時の迅速な対応】
資材備蓄やBCP等の危機管理計画

により、危機時に対し、迅速な対応が
可能となる

の活用などにより、渇水に長く持ち堪え
る必要がある。

融通が利き順応性を持った(elasticity)
資源性(resourcefulness)、反応性

(response)、迅速性(rapidity)を含む

事前に準備した資源を 大限に活用し、危機時に
対し、融通性や順応性があり、迅速な反応が可能
となる。

【関係機関の連携、水資源の教育】

水資源の大切さの教育・普及や、関係
機関連携のもと主体的な住民活動など、
危機時に対し迅速な反応を可能とする。

【地域の多様な主体の参加と連
携、科学的な知見の活用】

地域の多様な主体の参加・連
携や科学的な知見の活用等によ
り、環境保全を行う。

【全体システムの構築】

送水施設が壊れて水供給が停止して
も、水を緊急的に送水するために代替
ルートを事前に整備する必要がある。

可能となる。

安全・安心を与えてくれる・持続可能
な全体システムとして機能

（securing safety , sustainability）
【持続的水利用社会の構築】

多様な水源の活用についての一層の推進、
水資源量の確保、社会の耐力づくり、関係

【水環境・生態系の保全・再生】

生態系ネットワークの形成や水を事前 整備する必要 ある。
さらに、代替ルートまで壊れた場合に
は、BCP等の危機管理計画に基づい

て資材備蓄の活用や、応急復旧による
迅速な水供給など、それぞれの施策が
連携し、カバーしあうシステムを構築し
全体システムとして機能する。

一部の施策が機能しなくなった場合でも、全
体として、持続可能で機能不全に陥らないよう
にする。

柔軟かつ臨機に包括的に対応可能
全体システムとしての機能を備える

資源 保、社 、関係
機関連携のもと主体的な住民活動などの施
策が連携し、これらの総合的な取組を通じ、
社会全体の水供給にかかる基礎体力を向
上させ、持続的な水利用ができる社会を構
築する。

環境の保全・再生、多様な主体の
参加と連携、科学的な知見の活用
等の取組により、持続的な社会を
構築する。
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② 持続的水利用社会 ～水の有効利用～

○これまでの供給側の視点に加え、今後はエンドユーザーなどの需要側の視点、住まい方・まちづくりに着目して取り組む必要がある。

従来の水資源政策
（持続的水利用社会）

今後の水資源政策
（持続的水利用社会）

・供給側の視点に加え、エンドユーザーの視点
からの取組や住まい方 まちづくりに着目

○水資源としての役割だけではなく、国土管理資源、環境資源、エネルギー資源の役割に着目した取組も必要である。

持続的水利用社会

水の有効利用の推進

供給側の視点、水資源としての
役割が中心

【需要側の取組】（エンドユーザーの取組）

からの取組や住まい方・まちづくりに着目

・水資源としての役割に加え、国土管理資源、
環境資源等の役割に着目平時から、危機事象（リスク）へ

の発生に備え、社会全体の水
利用にかかる基礎体力の向上 節水型社会の構築と水利用の合理化

・節水の啓発活動、節水器機の普及、用
途間をまたがる水の転用の実施

・既存ストックを活用した水供給

【需要側の取組】（エンドユ ザ の取組）

・エンドユーザーの視点からの取組により、流
域における目標の共有化

・住宅産業等と連携した住まい方やまちづくり
とあわせた節水型社会の構築
・用途間の水の転用の、より一層の推進

渇水調整に いて 利水者の節水努力の喚

水
資

安全・安心水利用社会

・水資源として利用

・地盤沈下を防止するため、法律、条例

地下水の保全と利用

・渇水調整について、利水者の節水努力の喚
起や既存施設の有効活用といった観点から
の取組
【供給側の取組】

・既存ストックを活用したより一層の効率的な
水供給

資
源
は
、
国
民
生

重層的展開
等を制定し、地下水の採取規制等を実
施

雨水・再生水の利用の促進 社会情勢の変化

地下水の保全と利用

・水資源としての役割に加え、国土管理資源、
エネルギー資源の観点も加えた総合的な管
理について関係機関が連携

生
活
・社
会
経
済

・代替水源として利用

水源地域の振興

・東日本大震災等を教訓として、安全・安心の要
請

・大規模災害、事故、水質障害、テロ等に対する
水インフラの脆弱性への対応
社会からの生活 自然環境 の要請

雨水・再生水の利用

・代替水源としての役割に加え、環境資源、
エネルギー資源として活用
・特に再生水は、水資源としての役割を推進

済
活
動
の
基
本

水源地域 振興対策
・ダムの建設により著しい影響を受ける水
源地域では、住民の生活対策や生活環
境、産業基盤の整備等を実施

・社会からの生活・自然環境への要請
（節水型社会、地下水、雨水・再生水の利用等）

水源地域の振興対策

・水源地域の人々に対する共感と感謝を持っ
て、水源地域の住民と下流受益住民との相互
理解に役立つ上下流交流や、水源地域の視
点に立った地域振興を推進 8



③ 健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会 ～水・エネルギー・物質の循環～

○水循環を考える際には、水と一緒に循環するエネルギーや物質についても着目して取り組む必要がある。

従来の水資源政策
（健全な水循環に立脚した社会）

今後の水資源政策
（健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会）

健全な水循環系の構築に加
健全な水循環系の構築が中心

○水循環を考える際には、水と 緒に循環する ネルギ や物質についても着目して取り組む必要がある。

水循環での取組

流域を中心とした 連の水の流れの過

流域の貯留浸透・かん養能力の保
全・回復・増進

え、水と一緒に循環するエネ
ルギーや物質について着目

健全な水循環系の構築が中心
水循環

・森林の適正管理による水源かん養機
能の維持・向上

・流域を中心とした一連の水の流れの過
程において、人間社会の営みと環境保
全に果たす水の機能が適切なバランス
の下に、ともに確保されるよう、健全な
水循環系の対応力を大きくしていく

全 回復 増進

水
資
源

物質循環
エネルギー

循環
・雨水貯留浸透施設（調整池等）の整備 等

水・エネルギー・物質循環

重層的展開

源
は
、
国
民
生
活

・汚水処理施設の整備促進、高度処理の
推進

水質の保全・向上 ・流域単位で関係者が目標を設定・共有
する水循環計画の作成を各地域で推進、
持続的な取組の一層の充実

・森林 農地 水域における保全・浄化機

・量とともに質も重視した取組の推進

エネルギー循環での取組

・低炭素社会の構築に向け、水力・小水
力発電の特徴、ポテンシャルの活用

重層的展開
活
・
社
会
経
済
活

維持流量 確保 境 水

水環境・生態系の再生・保全

・森林、農地、水域における保全・浄化機
能の維持・向上 等

・浄水場等の施設再編において、自然流

社会情勢の変化

物質循環 取組

・東日本大震災等を教訓として、安全・安心へ
の要請

・大規模災害 事故 水質障害 テロ等に対

動
の
基
本

・河川の維持流量の確保、環境用水の
導入 等

地域づくり 住民参加 連携の推進

・水辺の保全・整備 等 ・節水や水の合理的な利用等の推進に
より省エネルギー化

下を活用し、全体として省エネルギー化

物質循環での取組

・循環型社会に向けて、この物質循環を
有効利用し、下水や下水汚泥からのリ
ン回収・活用等を推進

・大規模災害、事故、水質障害、テロ等に対
する水インフラの脆弱性への対応
・低炭素社会の実現 ・循環型社会の構築
・社会からの生活・自然環境への要請
（質への要請）

・流域内の各種主体間や上下流の連携・
協力、住民主体の取組の推進 等

地域づくり、住民参加、連携の推進
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④ まとめ ～幅を持った社会システム～

○全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することができる社会を実現するため、「安全・安心水利用社会」、「持続的水利用社会」と○全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することができる社会を実現するため、 安全 安心水利用社会」、 持続的水利用社会」と
これらを含めた｢健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会」の３つの社会の構築に向けた取組を、有機的・一体的に連携しながら
進めていく必要がある。

○それぞれの社会を支えるため、リスクや不確実性などに対して柔軟、臨機かつ包括的に対応して、全体システムとしての機能を備えるとと
もに、その基盤として、教育・普及啓発の取組により、水の｢恵み｣に感謝し、｢災い｣に柔軟に対応できる社会風土・文化の醸成を図ること
が重要である

ギ

全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することのできる社会

が重要である。
○これらの取組を通じて、｢幅を持った社会システム｣の構築を目指していく。

・流域における健全な水循環系の構築（水環境・生態系の保全・再生を含む）

・低炭素社会の構築（エネルギー循環での取組）

・循環型社会の構築（物質循環での取組）

持続的水利用社会安全・安心水利用社会

健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会

・節水型社会の構築と水利用の合理化
・地下水の保全と利用
・雨水・再生水の利用
・水源地域の振興対策

・大規模災害等への対応
・施設の更なる長寿命化に向けた取組
・ゼロ水への対応
・気候変動リスクへの対応

持続的水利用社会安全・安心水利用社会

水源地域の振興対策
・安全でおいしい水の確保

全体システム

基盤として、教育・普及啓発により、水の｢恵み｣に感謝し、｢災い｣に柔軟に対応できる社会風土・文化の醸成

○水との関わりにおいて、柔軟、臨機かつ包括的に対応可能
○水についてのリスクや不確実性などに対し、一つの全体システムとして機能
○対応力のある、安全・安心・安定した社会

全体システム

幅を持った社会システムの構築を目指す 10

将来にわたって水の恵みを享受するためには、世界の水問題解決に
向けた取組も重要である。



Ⅱ 水の恵みを享受できる社会



⑤-1 水の恵みを享受できる社会

○水はかけがえのない貴重な資源であり、その水の恵みを将来にわたって享受できるような社会の構築が重要である。

「全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することができる社会」

○東日本大震災等を教訓とするこれまであまり考慮してこなかったリスクへの対応、社会情勢の変化に伴う国民の要請に対する重層的
な取組、世界の水問題解決といった３つの視点から、将来にわたって水の恵みを享受する。

水はあらゆる生命の源であり、人間にとって、日々の生活、社会経済活動に不可欠で、他に代わりを

求めることのできない極めて重要な資源である。このようなかけがえのない貴重な水の恵みを全ての国

民が将来にわたって享受することができる社会が重要である

国民 将来 わた 水 恵みを享受する きる社会」

民が将来にわたって享受することができる社会が重要である。

水の恵みを将来にわたって享受するため、人口減少等といった社会情勢の変化や気候変動の影響な

どの長期を見据えつつ、国土のグランドデザインを念頭に、2050年を目標とする｢幅を持った社会システ

ム」の構築と、｢世界の水問題解決や水関連技術に関する国際社会におけるプレゼンスの確立｣が重要」 構築 、 世界 水問題解決 水関連技術 関す 国際社会 おけ 確 ｣ 要

である。

３つの視点

１） 東日本大震災等を教訓に、国民の安全･安心に対する意識の変化や水インフラが社会にとって重

要な基盤であることが改めて認識されたことにより、大規模災害、ゼロ水等の発生頻度は低いが国

民生活や社会経済活動に多大な影響があり、これまであまり考慮していなかったリスクにも対応。

２） 社会情勢の変化に伴う国民の要請の高まりに対し、国民の視点に立って的確に応えるため、安

定的な水需給バランスの確保に加え、水インフラの老朽化対策、安全でおいしい水の確保、健全な

水・エネルギー・物質循環系の構築 持続的な水利用などへの重層的な取組

11

水 エネルギ 物質循環系の構築、持続的な水利用などへの重層的な取組。

３） 世界の水問題解決に向け、我が国の積極的な国際貢献と水関連技術の海外展開について推進。



○ 「全ての国民が将来にわた て水の恵みを享受する とができる社会 には 「幅を持 た社会システム を構築する とが重要である

⑤-2 水の恵みを享受できる社会

○ 「全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することができる社会」には、「幅を持った社会システム」を構築することが重要である。

○全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受することができる社会を実現するためには、水との

「幅を持った社会システム」の構築

関わりにおいて、社会や環境が受けるリスクや不確実性、変動要因に対し、柔軟、臨機かつ包括的

に対応できる｢幅を持った社会システム｣の構築が必要である。

○幅を持った社会システムとは 「冗長性・代替性を持つ」「致命的な事象に至らない」「粘り強く復元○幅を持った社会システムとは、「冗長性・代替性を持つ」「致命的な事象に至らない」「粘り強く復元

可能」「融通が利き順応性を持つ」といった機能を備えているハード対策・ソフト対策が連携すること

により、｢安全・安心を与えてくれる・持続可能な全体システム｣が機能することである。

幅を持った社会システムの基盤として、水資源についての国民の意識を高める教育･普及啓発幅を持 た社会シ テ の基盤として、水資源 ての国民の意識を高める教育 普及啓発

により｢水の「恵み」に感謝し、「災い」に柔軟に対応できる社会風土・文化」が醸成されることが重要

である。

○幅を持 た社会シ ムを構築するため は 「安全 安心水利用社会 「持続的水利用社会○幅を持った社会システムを構築するためには、「安全･安心水利用社会」、「持続的水利用社会」、こ

れらを含む「健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会」の３つの社会の実現に向けた取組

が必要である。
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⑤-3 水の恵みを享受できる社会

○ 「幅を持った社会システム」 は、｢３つの社会｣の構築と｢社会風土・文化｣の醸成により構築される。

幅を持った社会システムの構築（「３つの社会」の構築と「社会風土･文化」の醸成）

○全ての国民が将来にわたって水の恵みを享受するため、 「幅を持った社会システム」で構築する３つの社会と、「世界の水問題解決や
水関連技術に関する国貢献や海外展開」が必要である。

ⅰ)安全･安心水利用社会の構築

○大規模災害、ゼロ水、水インフラの老朽化に伴う大規模な事故等の発生頻度は低いが影響の大きいリスクが発生しても、水供給が停止
することがないよう、水供給の全体システムを機能させることを通じて、国民生活や社会経済活動において、安全･安心を確保する安定
的な水利用ができる社会の構築。

ⅱ)持続的水利用社会の構築ⅱ)持続的水利用社会の構築

○危機時に備え、平常時から節水型社会の構築や水の有効利用の推進などにより、必要な水を確保するといった水利用社会全体の基礎
体力（幅） を向上させることを通じ、水を将来にわたり持続的に利用できる社会の構築。

ⅲ)健全な水・エネルギー・物質循環に立脚した社会の構築

○「安全・安心水利用社会」と「持続的水利用社会」の構築を前提として、水循環や水と一緒に循環するエネルギー・物質循環において、人
間活動と環境保全との適切なバランスが確保されるよう、その対応力（幅）を大きくすることを通じ、低炭素社会や循環型社会に資する
持続可能な社会の構築。

ⅳ）水の恵みに感謝し「災い」に柔軟に対応できる社会風土・文化の醸成
○水資源に関する継続的・計画的な教育・普及啓発による社会全体の水に関するリテラシー の向上を通じ、水循環と自らの関わり、水利

用を支える、積み重ねられた工夫と日々の努力について改めて認識し、水の「恵み」や水源地域の人々に対する感謝の姿勢を示し、渇用を支える、積み重ねられた工夫と日々の努力について改めて認識し、水の 恵み」や水源地域の人々に対する感謝の姿勢を示し、渇
水などの「災い」に対して柔軟に対応できる社会風土･文化の醸成。

世界の水問題解決や水関連技術に関する国際貢献と海外展開

①世界の水問題解決に向けた国際貢献

○世界の水問題解決に向け、我が国の優れた知見や経験・技術を活用し、国際社会における議論の主導、我が国が一翼を担うアジア河
川流域機関ネットワーク（NARBO）の国際ネットワークの活用、アジアにおける統合的水資源管理（ＩＷＲＭ）の普及活動等の国際貢献。

②水関連技術の海外展開

世界 問題解決 関連技術 関す 国際貢献 海 展開
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② 展
○我が国の水関連技術等の海外展開は、世界の水問題の解決に貢献するのみならず、我が国の経済活性化に裨益するものであること

から、国際貢献と海外展開を一体的に進めることが重要である。
○水問題を抱えた諸外国における水関連技術に係る日本ブランドの確立、産･学･官・ＮＰＯ等の連携の強化等を通じ、我が国の水関連技

術等の強みを生かした、水関連技術・システムの輸出案件の形成。


